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ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
野
信
明

　

皆
様
に
は
平
素
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
五
月
十
四
日
の
総
会
を
経
て
、
平
成
二
十

七
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
府
東
高
校
に
通
う
子

供
た
ち
の
た
め
に
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
年
間
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
高
校
時
代
は
子
供
た
ち
に
と
っ
て
大

人
と
し
て
自
立
す
る
一
歩
手
前
で
あ
り
、
準
備

も
最
終
段
階
に
入
り
ま
す
。
し
か
し
葛
藤
や
悩

み
の
度
合
い
も
増
し
て
、
不
安
を
抱
え
な
が
ら

過
ご
す
日
も
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
充
実
し
て
い
て
幸
せ

だ
と
思
え
る
高
校
生
活
と
は
な
ん
で
し
ょ
う

か
。
目
標
を
持
ち
が
ん
ば
っ
た
結
果
、
学
業
で

あ
り
部
活
動
で
あ
り
成
績
が
上
が
っ
た
。
そ
れ

は
確
か
に
そ
う
で
し
ょ
う
。
で
は
、
が
ん
ば
っ

た
け
れ
ど
も
残
念
な
が
ら
よ
い
結
果
が
得
ら
れ

な
か
っ
た
と
き
は
、
幸
せ
で
は
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。
が
ん
ば
る
こ
と
自
体
に
意
義
が
あ
り
、

す
ば
ら
し
い
こ
と
な
の
で
、
そ
れ
は
そ
れ
で
幸

せ
な
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
本
当
の
幸
せ
と

は
「
自
分
を
知
る
」
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
で
き
る
こ
と
で
き
な
い
こ
と
も
含
め
て
、

今
の
時
点
で
の
自
分
を
知
る
こ
と
で
す
。
そ
し

て
も
っ
と
幸
せ
な
こ
と
は
、
で
き
な
い
こ
と
や

欠
点
は
自
分
の
個
性
だ
と
肯
定
的
に
受
け
止

め
、
そ
う
い
う
「
自
分
を
好
き
に
な
る
」
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　

あ
る
脳
科
学
者
は
、
幸
福
感
と
は
他
人
と
比

べ
て
優
れ
て
い
る
と
か
勝
負
に
勝
つ
と
か
で
は

な
く
、
自
分
に
と
っ
て
進
歩
で
あ
れ
ば
些
細
な

こ
と
で
も
か
ま
わ
な
い
、
自
分
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
に
挑
戦
し
て
か
な
っ
た
、
そ
の
時
に
脳

内
に
お
い
て
は
、
幸
福
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
ド
ー

パ
ミ
ン
が
放
出
さ
れ
、
真
の
幸
福
感
が
も
た
ら

さ
れ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
に
、
子
供
た
ち
が
自
分
を
知
り
、

好
き
に
な
っ
た
上
で
、
ど
う
す
べ
き
か
を
考
え

る
こ
と
が
大
切
で
、
そ
れ
が
知
識
を
深
め
る
こ

と
で
あ
っ
た
り
、
技
能
を
高
め
る
こ
と
で
あ
っ

た
り
、
あ
る
い
は
感
性
を
磨
く
こ
と
で
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
可
能
性
に
挑
戦

す
る
行
動
力
を
身
に
付
け
て
い
く
こ
と
が
、
幸

せ
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
分
自
身
を
分
か
っ
て
い
る
子
ど
も

同
士
は
、
お
互
い
を
尊
重
し
励
ま
し
あ
う
存
在

と
な
り
、
仲
の
良
い
友
達
関
係
を
築
い
て
、
有

意
義
な
高
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

　

私
た
ち
大
人
が
子
供
た
ち
の
た
め
に
す
る
こ

と
は
、
寄
り
添
い
、
思
い
を
受
け
止
め
、
信
じ

る
こ
と
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
子
供
た
ち
が
置
か

れ
て
い
る
環
境
に
関
心
を
持
ち
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
方
向
性
を
確
認
し
あ
い

連
携
し
て
、
子
供
た
ち
に
言
葉
を
投
げ
か
け
、

見
守
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

子
供
た
ち
が
、
毎
日
が
充
実
し
て
い
て
楽
し

い
、
大
府
東
高
校
に
通
え
て
良
か
っ
た
と
思
え

る
こ
と
を
願
っ
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
皆
様
に
本
年
度
も
か
わ
ら
ぬ
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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去
る
五
月
十
四
日
（
木
）、
本
校
体
育
館
に

お
い
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
の
出
席
者
は
一
六
三
名
（
委
任
状
五
〇
五
）

で
し
た
。

　

総
会
は
、
林
田
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
平

成
二
十
六
年
度
事
業
報
告
、
会
計
決
算
、
監
査

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
平
成
二
十
七
年
度
役
員
改
選
が
行

わ
れ
承
認
さ
れ
、
水
野
新
会
長
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
新
役
員
の
方
か
ら
平
成
二

十
七
年
度
事
業
計
画
、
会
計
予
算
案
が
提
示
さ

れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
則

の
変
更
案
が
提
示
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
、
林
田
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
十
一
名

の
役
員
の
方
々
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
、
終
了
し

ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
、
学
年
ご
と
に
会
場
を
設
定

し
、
学
年
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。
第
一
学
年

は
「
高
校
生
活
の
適
応
に
つ
い
て
」
学
年
主
任

お
よ
び
各
分
掌
の
担
当
か
ら
話
を
し
ま
し
た
。

第
二
学
年
は
「
二
年
生
の
生
活
・
学
習
と
修
学

旅
行
に
つ
い
て
」
学
年
主
任
お
よ
び
各
分
掌
の

担
当
、
修
学
旅
行
担
当
か
ら
話
を
し
ま
し
た
。

第
三
学
年
は
「
進
路
に
つ
い
て
」
学
年
主
任
お

よ
び
進
路
指
導
主
事
か
ら
話
を
し
ま
し
た
。
懇

談
会
へ
も
多
く
の
保
護
者
の
方
の
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
七
年
度

　Ｐ
Ｔ
Ａ
事
業
計
画

                               

１　

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会　

五
月
十
四
日
（
木
）

２　

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会
・
支
部
委
員
会
・
委
員
会
等

　

①　

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会

　
　

第
一
回　

六
月
十
二
日
（
金
）

　
　

第
二
回　

九
月
二
十
五
日
（
金
）

　
　

第
三
回　

一
月
二
十
九
日
（
金
）

　
　

第
四
回　

三
月
二
十
九
日
（
火
）

　

②　

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
・
支
部
委
員
合
同
会
議

　
　

第
一
回　

六
月
十
二
日
（
金
）

　
　

第
二
回　

三
月
二
十
九
日
（
火
）

　

③　

Ｐ
Ｔ
Ａ
委
員
会

　
　

第
一
回　

六
月
十
二
日
（
金
）

　

実
践
活
動

　
　

進
路
指
導
委
員
会

　
　
　

校
外
研
修
会
（
八
月
）

　
　
　

第
二
回
委
員
会　

三
月
二
十
九
日（
火
）

　
　

生
徒
指
導
委
員
会

　
　
　

職
員
合
同
校
外
指
導
（
一
回
）

　
　
　

職
員
合
同
交
通
指
導
（
二
回
）

　
　

環
境
整
備
委
員
会

　
　
　

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
の
植
栽（
年
二
回
）

　
　

総
務
委
員
会

　
　
　

九
月
八
日
（
火
）

　
　

国
際
交
流
委
員
会

　
　
　

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
カ
フ
ェ
実
施（
文
化
祭
）

　
　

文
化
委
員
会

　
　
　

文
化
祭
で
の
催
し
物

３　

研
修
会
・
大
会
等

　

①　

知
多
地
区
高
Ｐ
連
協
議
会

　
　
　
　

五
月
八
日
（
金
）　

半
田
市

　ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

校 

長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
井
俊
直 

　

保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
校

の
教
育
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
御
理
解
と
御
協

力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
度
は
、
二
三
〇
名
の
新
入
生

を
迎
え
て
ス
タ
ー
ト
を
し
、
早
、
三
か
月
が
余

り
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
間
の
出
来
事
と
し
て
二

つ
、
お
話
を
致
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
部
活
動
に
つ
い
て
で
す
。
総
体
知
多

地
区
予
選
で
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
男
子

が
準
優
勝
、
女
子
が
優
勝
し
県
大
会
へ
、
ま

た
、
陸
上
部
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
、
柔
道
部
、

剣
道
部
が
県
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
各

部
と
も
、
県
大
会
で
は
善
戦
し
、
中
で
も
、

五
〇
〇
〇
ｍ
競
歩
で
知
多
地
区
大
会
新
記
録
を

出
し
た
三
年
生
の
門
脇
実
里
さ
ん
は
、
県
大
会

で
も
三
位
に
入
賞
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
を

残
し
、
静
岡
で
開
催
さ
れ
た
東
海
大
会
へ
出
場

を
果
た
し
ま
し
た
。
い
く
つ
か
の
部
の
応
援
に

参
り
ま
し
た
が
、
選
手
と
し
て
活
躍
す
る
生
徒

の
姿
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
観
客
席
か
ら
心
を

込
め
て
大
き
な
声
で
激
励
や
声
援
を
送
っ
て
い

る
生
徒
や
卒
業
生
、
保
護
者
の
方
の
姿
も
大
変

印
象
的
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
試
合
の
場
に
足

を
運
ぶ
機
会
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
生
徒
た
ち
を

讃
え
る
と
共
に
、
そ
の
活
動
を
支
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
保
護
者
の
方
々
に
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

次
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
エ
ル
ウ
ッ
ド
カ

レ
ッ
ジ
と
の
交
流
に
つ
い
て
で
す
。
昭
和
六
一

年
八
月
に
、
海
部
俊
樹
文
部
大
臣
（
当
時
）
と

鷹
羽
大
府
市
長
（
当
時
）
の
新
書
を
携
え
て
、

歓
迎
式
典
に
臨
ん
で
以
来
、
今
年
で
三
〇
年
に

な
り
ま
す
。
当
時
は
、
県
立
高
校
独
自
の
計
画

で
高
校
生
を
派
遣
し
た
例
は
全
く
な
く
、
他
方

面
か
ら
の
御
支
援
に
よ
り
実
現
で
き
た
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。
本
年
度
は
、
三
名
の
生
徒
が
七

月
三
日
に
六
週
間
の
長
期
派
遣
と
し
て
、
一
四

名
の
生
徒
が
八
月
一
日
に
約
二
週
間
の
短
期
派

遣
と
し
て
訪
問
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
九
月
に
は
、
エ
ル
ウ
ッ
ド
カ
レ
ッ
ジ
か

ら
の
交
換
留
学
生
三
名
が
本
校
で
授
業
を
受
け

ま
す
。
文
化
や
伝
統
、
生
活
習
慣
の
異
な
る
同

世
代
の
若
者
が
交
流
を
深
め
る
中
で
、
両
校
の

生
徒
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
養
い
、
異
文
化

を
理
解
し
尊
重
す
る
資
質
・
能
力
を
つ
け
て
欲

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
の
言
葉
に
、「
乳
児
期
は
し
っ
か
り

肌
を
離
す
な
、
幼
児
期
は
肌
を
離
し
て
手
を
離

す
な
、
少
年
期
は
手
を
離
し
て
目
を
離
す
な
、

青
年
期
は
目
を
離
し
て
心
を
離
す
な
」
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
す
。
高
校
三
年
間
に
は
、「
目

も
心
も
離
す
な
」
が
必
要
な
と
き
も
あ
り
ま

す
。
本
校
で
は
、
前
述
し
ま
し
た
部
活
動
、
国

際
交
流
に
加
え
、
基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立
の

た
め
に
身
だ
し
な
み
指
導
を
行
う
「
目
」、
進

路
実
現
に
向
け
た
学
力
の
養
成
の
た
め
に
惜
し

み
な
く
指
導
す
る
「
心
」
を
も
っ
て
、
教
職
員

が
一
丸
と
な
り
教
育
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
保
護
者
の
皆
様
に
は
、
本
校
の
教
育
活
動

に
対
す
る
更
な
る
御
理
解
を
い
た
だ
き
、
今
後

と
も
一
層
の
御
支
援
、
御
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。　

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会



冬　　　　　 青( 3 ） 第　97　号 平成27年７月13日

　

②　

Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導
研
修
会

　
　
　
　

五
月
二
十
九
日
（
金
）

　
　
　
　
　

愛
知
県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー

　

③　

東
海
地
区
高
Ｐ
連
愛
知
大
会

　
　
　
　

六
月
十
九
日
（
金
）

　
　
　
　
　

長
良
川
国
際
会
議
場

　

④　

全
国
高
Ｐ
連
岩
手
大
会

　
　
　
　

八
月
二
十
日（
木
） 　
二
十
一
日（
金
）

　
　
　
　
　

岩
手
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
他

　

⑤　

知
多
地
区
高
Ｐ
連
研
究
集
会

　
　
　
　

十
月
二
十
一
日
（
水
）

　
　
　
　
　

武
豊
町
民
会
館
ゆ
め
た
ろ
う
プ
ラ
ザ

４　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
『
冬
青
』
発
行
（
三
回
）

　
　
　

第
九
十
七
号　

七
月
十
三
日
（
月
）

　
　
　

第
九
十
八
号　

十
二
月
十
六
日
（
水
）

　
　
　

第
九
十
九
号　

二
月
二
十
九
日
（
月
）

　             

平成27年度 ＰＴＡ常任役員および委員会
役 職 名 氏　　名 委員会

会　　　長 水　野　信　明 全委員会総括

副　会　長 和 藤 　 健 委員会総括

副　会　長 麦 田 朋 子 委員会総括

書 　　　記 深 谷 浩 子 進路指導

書　　　 記 奥 　 涼 子 文化

会　　　 計 吉 田 玉 青 国際交流

会 　　　計 浅 井 陽 子 総務

監 　　　査 宮 本 治 美 環境整備

監　　　 査 今給黎　佳代子 生徒指導

顧　　　 問 林 田 秀 治 全委員会総括

平成27年度 ＰＴＡ支部役員および委員会

大 府 支 部 氏　　名 委員会

支 部 長 米　森 友　紀 環境整備委員長

副支部長 菅　野 佳　代 文化副委員長

支部委員 辻　本 千恵子 生徒指導委員

支部委員 大　嶋 康　枝 国際交流委員

支部委員 大　嶋 泰　子 環境整備委員

支部委員 大　嶋 美　里 総務委員

支部委員 近　藤 孝　子 文化委員

大府西支部 氏　　名 委員会

支 部 長 山　本 章　江 総務委員長

副支部長 石　野 はる美 総務副委員長

支部委員 阪　堂 美　香 環境整備委員

支部委員 辻　　 直　子 生徒指導委員

支部委員 西　野 久　美 国際交流委員

支部委員 鈴　木 尚　美 文化委員

大府北支部 氏　　名 委員会

支 部 長 植　村 敬　子 生徒指導委員長

副支部長 深　谷 千　春 生徒指導副委員長

支部委員 田　中 久美子 環境整備委員

支部委員 森　　 秀　香 国際交流委員

支部委員 岡　田 弘　恵 生徒指導委員

支部委員 髙　木 千　絵 文化委員

支部委員 若　松 敦　子 進路指導委員

支部委員 堀　田 由紀江 生徒指導委員

支部委員 本　田 裕　実 文化委員

大府南支部 氏　　名 委員会

支 部 長 角　谷 孔　美 国際交流委員長

副支部長 森　　 重　子 進路指導副委員長

支部委員 新　美 真　紀 進路指導委員

支部委員 福　田 千　里 環境整備委員

支部委員 伴　　 千　春 国際交流委員

支部委員 高　木 綾　子 総務委員

　 　  

知 多 支 部 氏　　名 委員会

支 部 長 和　田 洋　美 文化委員長

副支部長 長　坂 祐　子 国際交流委員

支部委員 牧　野 一　枝 総務委員

支部委員 菊　田 由　香 文化委員

支部委員 藤　澤 広　美 環境整備委員

支部委員 十　亀 理　恵 文化委員

支部委員 田　中 文　栄 生徒指導委員

支部委員 駒　田 千　草 進路指導委員

名 南 支 部 氏　　名 委員会

支 部 長 川　津 真　紀 生徒指導委員

副支部長 原　　 敬　子 国際交流副委員長

支部委員 沼　田 丈　二 環境整備委員

名 東 支 部 氏　　名 委員会

支 部 長 大　野 幸　代 国際交流委員

副支部長 下　郷 綾　子 環境整備副委員長

支部委員 小　林 美　雪 国際交流委員

支部委員 三　﨑 裕　美 文化委員

支部委員 伊　藤 佳　子 国際交流委員

支部委員 堀　江 みち子 進路指導委員

支部委員 加　藤 洋　美 環境整備委員

支部委員 服　部 直　美 生徒指導委員

三 河 支 部 氏　　名 委員会

支 部 長 祖父江 真由美 進路指導委員長

副支部長 陶　山 恭　子 総務委員

支部委員 竹　内 容　子 進路指導委員

支部委員 益　田 早　苗 文化委員

支部委員 大無田 まゆみ 文化委員

支部委員 大　浦 千　恵 生徒指導委員

支部委員 佐　治 加津子 進路指導委員

支部委員 金　沢 敦　子 国際交流委員
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こ
ん
に
ち
は
、
私
は
マ
エ
ル
で
す
。
フ
ラ
ン

ス
か
ら
の
留
学
生
で
す
。
私
が
日
本
に
来
て
か

ら
、
フ
ラ
ン
ス
と
日
本
の
学
校
生
活
の
た
く
さ

ん
の
違
い
を
み
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
フ
ラ
ン
ス

の
学
校
と
日
本
の
学
校
の
違
い
を
紹
介
し
ま

す
。

　

私
の
学
校
は
テ
オ
フ
ィ
ー
ル
・
ル
ッ
セ
ル
と

い
い
ま
す
。
朝
、
八
時
に
授
業
が
始
ま
り
ま

す
。
授
業
は
一
日
に
九
時
間
あ
り
ま
す
。
水
曜

日
は
午
前
中
四
時
間
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
二
時

間
ご
と
に
一
回
十
五
分
の
休
憩
が
あ
り
ま
す
。

ラ
ン
チ
は
一
時
間
あ
り
ま
す
。
午
後
六
時
に
授

業
が
終
わ
り
ま
す
。
学
校
に
部
活
は
あ
り
ま
せ

ん
。
も
し
、
部
活
が
し
た
い
な
ら
、
学
校
が
終

わ
っ
て
か
ら
か
、
水
曜
日
の
午
後
に
町
の
ク
ラ

ブ
に
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
学
校
の
あ

る
日
は
と
て
も
大
変
で
す
。
で
も
た
く
さ
ん
休

み
が
あ
り
ま
す
。
六
～
八
週
ご
と
に
二
週
間
休

み
が
あ
り
ま
す
。
学
校
は
九
月
に
始
ま
る
の

で
、
二
个
月
半
夏
休
み
が
あ
り
ま
す
。

　

先
生
は
自
分
の
教
室
が
あ
っ
て
、
生
徒
た
ち

が
移
動
し
て
授
業
を
受
け
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
で

は
、
ほ
と
ん
ど
の
学
校
が
寮
を
持
っ
て
い
ま

す
。
私
は
学
校
の
寮
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
私

は
週
末
に
し
か
う
ち
に
帰
り
ま
せ
ん
。
寮
の
部

屋
に
は
二
～
四
人
い
て
、
食
事
は
す
べ
て
カ

フ
ェ
テ
リ
ア
で
食
べ
ま
す
。
寮
に
入
っ
て
い
な

い
生
徒
は
お
昼
だ
け
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
で
食
べ
ま

す
。
フ
ラ
ン
ス
に
は
お
弁
当
が
な
い
か
ら
で
す
。

【転入】　
校　　長　髙井　俊直　　　　　愛知県教育委員会教職員課
教　　諭　塩澤　　光（国語）　岡崎西高等学校　　　
　　　　　岡戸　文一（保体）　名南工業高等学校
　　　　　加藤　千秋（英語）　豊明高等学校
　　　　　吉田　朱里（英語）　新任
再任用教諭　蒔田　　真（国語）　長久手高等学校
　　　　　加藤　稔明（数学）　継続
　　　　　戸田　善一（英語）　継続
　　　　　倉田　正之（英語）　継続
再任用実習助手　水野さつき　　　　　継続
期限付講師　阿知和　歩（理科）　継続
　　　　　近藤　真央（地歴公民）　大府東高等学校（非）
臨時的講師　右田　真也（英語）　大府東高等学校（非）
期限付講師　稲垣あすか（家庭）　愛知工業高等学校（非）
事 務 長　藤戸　佳子　　　　　半田東高等学校
事務嘱託員　榊原　孝典　　　　　継続
期付用務員　三城　賀子　　　　　継続
用務嘱託員　戸田　真治　　　　　継続
【非常勤講師】
継続　成田信行（英語）森　英輔（数学）岩越正文（理科）
　　　林由加利（音楽）中條直人（美術）
新規　榊原正浩（地歴公民）山本ひろみ（数学）
　　　杉浦未妃（保健体育）福岡紀杏（英語）

【転入】

平成27年度 転入 ・ 転出者紹介
【転出】
校　　長　小野寺雄二　　　　　西尾高等学校
教　　諭　竹内　友英（地歴公民）　安城高等学校
　　　　　小野由貴子（国語）　横須賀高等学校
　　　　　山本有里子（英語）　安城東高等学校
　　　　　丹羽　政裕（保体）　小牧高等学校
　　　　　石原　徹也（英語）　一宮高等学校
再任用教諭　丸山　和行（数学）　退職
　　　　　加藤　厚子（家庭）　東海南高等学校
事 務 長　杉浦　弘明　　　　　刈谷北高等学校

マ
エ
ル
の
留
学
日
記
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前
期
は
夏
期
球
技
大
会
や
大
東
祭
な
ど

大
き
な
行
事
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
生
徒

会
執
行
部
は
、
運
営
側
と
し
て
し
っ
か
り

盛
り
上
げ
、
笑
顔
で
終
わ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
全
力
で
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

  

ま
た
、
今
年
度
か
ら
初
め
て
生
徒
会
執

行
部
を
経
験
す
る
メ
ン
バ
ー
が
多
い
で
す

が
、
お
互
い
協
力
し
あ
っ
て
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　

書　

記　

二
の
三　

工
藤
真
希

　
　

書　

記　

二
の
三　

遠
藤
日
勇
雅

　

会　

長　

二
の
三　

中
島
綾
香

　
　

会　

計　

二
の
六　

藤
田
祐
希　

　
　
　
　

副
会
長　

二
の
三　

中
川
由
稀

　
　

ク
ラ
ス
の
絆

　
　
　
　

一
年
三
組　

伴　
　

和
実

　

私
た
ち
一
年
生
は
、
三
重
県
民
の
森
と
グ

リ
ー
ン
ラ
ン
ド
朝
明
へ
遠
足
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
一
年
生
に
な
っ
て
初
め
て
の
校
外
学
習
で

し
た
の
で
、
行
く
前
か
ら
と
て
も
緊
張
し
て
い

ま
し
た
。
三
重
県
民
の
森
に
着
き
、
ま
ず
、
遊

歩
道
の
散
策
を
し
ま
し
た
。
傾
斜
が
急
で
大
変

で
し
た
が
、
空
気
が
綺
麗
だ
っ
た
の
で
、
と
て

も
気
持
ち
が
良
か
っ
た
で
す
。
グ
リ
ー
ン
ラ
ン

ド
朝
明
に
着
き
、
管
理
人
さ
ん
の
話
を
聞
き
ま

し
た
。
そ
の
お
話
か
ら
自
然
の
あ
り
が
た
さ
や

大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
実
際
に
作
り
ま

し
た
。
そ
の
時
は
、
い
つ
も
あ
ま
り
話
し
た
こ

と
の
な
い
人
と
も
、
す
こ
し
ず
つ
、
話
を
し
ま

し
た
。
一
緒
に
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
っ
て
普
段

見
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
友
達
の
優
し
い
一

面
を
見
ら
れ
て
、
良
か
っ
た
で
す
。
皆
と
協
力

を
し
て
作
っ
た
ご
飯
は
と
て
も
お
い
し
か
っ
た

で
す
。
私
は
、
今
回
の
遠
足
を
通
し
て
、
三
組

が
よ
り
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
文

化
祭
な
ど
の
行
事
も
、
ク
ラ
ス
の
皆
と
取
り
組

み
、
い
い
思
い
出
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

 

感　
　

謝　
一
年
五
組　

西
郷　

航
生

　

僕
が
今
回
の
遠
足
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と

や
、
思
っ
た
こ
と
は
、
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
朝
明
で
の
お
話
で

す
。
話
を
聞
い
て
い
る
中
で
、
肉
や
じ
ゃ
が
い

も
や
に
ん
じ
ん
な
ど
、
全
て
の
の
も
の
に
命
が

あ
る
と
い
う
こ
と
、
こ
の
よ
う
に
学
ぶ
環
境
を

つ
く
っ
て
く
れ
た
人
が
い
る
こ
と
、
い
ろ
い
ろ

な
事
に
対
し
て
感
謝
を
す
る
と
い
う
こ
と
、
僕

た
ち
が
忘
れ
か
け
て
い
た
こ
と
を
と
て
も
丁
寧

に
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
作
り
で
は
、
話
し
た

こ
と
の
な
い
人
と
も
話
す
こ
と
が
で
き
、
協
力

を
し
て
準
備
、
片
付
け
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
朝
明
の
方
が
話
さ
れ

て
い
た
よ
う
に
自
然
の
中
の
き
れ
い
な
空
気

で
、
み
ん
な
で
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
り
、
み
ん

な
で
食
べ
た
の
で
、
よ
り
一
層
お
い
し
く
な
っ

た
ん
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
遠
足
で
感
じ
た
こ
と
は
、
楽
し
く
ワ

イ
ワ
イ
行
う
こ
と
も
大
切
だ
け
ど
、
目
的
を
理

解
し
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
め
り

は
り
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。
新
し
く
気

付
か
さ
れ
る
こ
と
や
、
改
め
て

気
付
か
さ
れ
る
こ
と
な
ど
、
た

く
さ
ん
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
い

い
経
験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
毎
日
を
大
切
に
、

感
謝
を
忘
れ
ず
に
過
ご
し
た
い

で
す
。

平
成
二
十
七
年
度

　

前
期
生
徒
会
役
員
紹
介

❖　

楽
し
か
っ
た
ね 

遠
足
・
修
学
旅
行

　

❖
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百
聞
は
一
見
に
如
か
ず

二
年
三
組　

岡
田　

知
華

　

私
は
、
こ
の
修
学
旅
行
で
と
て
も
楽
し
く
、

充
実
し
た
三
日
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
コ
ー
ス
別
体
験
や
自
由
散
策
で
と
て
も
楽

し
い
時
間
を
過
ご
せ
た
と
共
に
、
広
島
の
記
念

公
園
や
資
料
館
で
は
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を
直
に

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
修
学
旅

行
で
一
番
心
に
残
っ
た
こ
と
は
、
修
学
旅
行
で

出
会
っ
た
方
々
の
暖
か
さ
に
触
れ
た
こ
と
と
、

自
然
の
豊
か
さ
を
感
じ
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
修

学
旅
行
で
行
っ
た
広
島
県
、
愛
媛
県
、
香
川
県

の
三
県
は
と
て
も
緑
が
多
く
、
バ
ス
や
、
フ
エ

リ
ー
で
の
移
動
時
や
散
策
時
に
心
を
癒
や
さ
れ

る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、
愛
媛
県

で
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
し
た
時
は
、
海
の
綺
麗

さ
に
感
動
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
散
策
で
訪
れ

た
温
泉
街
や
土
産
屋
さ
ん
の
方
々
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の

方
々
が
優
し
く
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
下
さ
っ
た

り
、
気
軽
に
話
し
か
け
て
下
さ
っ
た
り
し
て
、

と
て
も
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
今

回
の
修
学
旅
行
は
、
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
と

い
う
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
で
し
た
。
今
後
の
生
活

で
こ
の
経
験
を
活
か
し
た
い
で
す
。

　

原
爆
か
ら
学
ん
だ
こ
と

二
年
六
組　

水
野　

雄
介

　

六
月
三
日
か
ら
五
日
ま
で
僕
は
、
広
島
、
香

川
、
愛
媛
県
へ
と
、
修
学
旅
行
に
行
き
、
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
中
で
も
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
原

爆
の
被
害
に
つ
い
て
で
す
。
そ
の
象
徴
で
も
あ

る
、
原
爆
ド
ー
ム
を
目
に
し
た
時
、
僕
は
衝
撃

を
受
け
ま
し
た
。
壁
は
崩
れ
、
も
と
の
状
態
が

わ
か
ら
な
い
ほ
ど
、
悲
惨
な
も
の
で
し
た
。
原

爆
資
料
館
で
は
、
原
爆
の
被
害
に
関
す
る
展
示

が
多
数
あ
り
、
思
わ
ず
目
を
背
け
た
く
な
る
よ

う
な
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
僕
は
こ
こ
で
、
核

兵
器
の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
原
爆
の
子
の
像
の
前
で
は
、
子
供

た
ち
が
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
へ
の
思
い

を
届
け
る
言
葉
を
捧
げ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を

見
て
、
涙
を
流
す
人
も
い
て
、
戦
争
は
悲
し
い

も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
修
学
旅
行
を
終
え

て
、
戦
争
の
被
害
を
忘
れ
ず
に
、
次
の
世
代
や

世
界
に
私
た
ち
の
世
代
が
発
信
し
て
い
く
こ
と

が
大
事
だ
と
学
び
、
世
界
か
ら
核
兵
器
が
な
く

な
れ
ば
、
少
し
で
も
平
和
に
近
づ
く
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
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高
校
生
活
最
後
の
遠
足

三
年
二
組　

福
井　

冴
佳

　

六
月
五
日
に
私
た
ち
三
年
生
は
、
遠
足
で
長

島
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
に
行
き
ま
し
た
。
三
年
生
に

な
っ
て
初
め
て
の
行
事
だ
っ
た
の
で
、
す
ご
く

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
校
生

活
最
後
の
遠
足
と
い
う
こ
と
で
も
あ
っ
た
の

で
、
楽
し
さ
の
反
面
、
寂
し
さ
も
あ
り
ま
し

た
。
バ
ス
の
中
で
は
、
一
番
最
初
に
乗
る
乗
り

物
を
相
談
し
合
い
、
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
時
間
が
た
つ
の
が
早
く
感
じ
、
い
つ
に
間

に
か
到
着
し
て
い
ま
し
た
。
パ
ー
ク
内
に
入
る

と
、
友
達
や
先
生
と
写
真
を
撮
っ
た
り
、
走
り

出
す
人
が
い
た
り
、
み
ん
な
と
て
も
楽
し
そ
う

で
し
た
。
パ
ー
ク
内
で
他
の
グ
ル
ー
プ
と
会
う

と
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
乗
り
物
の
教
え
合
い
を

し
ま
し
た
。
小
さ
い
子
供
が
乗
る
よ
う
な
乗
り

物
も
久
し
ぶ
り
に
乗
る
と
意
外
に
楽
し
か
っ
た

で
す
。
そ
ん
な
楽
し
い
時
間
も
過
ぎ
、
気
付
け

ば
バ
ス
の
中
で
し
た
。
今
回
の
遠
足
で
み
ん
な

と
の
仲
が
深
ま
り
ま
し
た
。
残
り
の
高
校
生
活

も
、
み
ん
な
と
も
っ
と
仲
良
く
な
っ
て
、
よ
り

充
実
し
た
も
の
に
し
た
い
で
す
。

　

 

ア
ク
セ
ル
全
開
ボ
ブ
カ
ー
ト

　

三
年
五
組　

林
田
茉
奈
実

　

一
週
間
前
ほ
ど
か
ら
、
六
月
五
日
は
雨
と
予

報
さ
れ
て
お
り
、
は
た
し
て
行
け
る
の
か
、
と

心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
何
と
か
午
前
中
は

持
ち
こ
た
え
、
無
事
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
受
験
生
と
い
う
こ
と
で
、
何
を
し
て
い
て

も
受
験
の
二
文
字
が
つ
い
て
回
っ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
日
ば
か
り
は
、
受
験
の
こ
と
を
忘
れ

て
、
目
い
っ
ぱ
い
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
さ
て
、
長
島
に
は
、
た
く
さ
ん
の
乗
り
物

が
あ
り
ま
す
が
、
私
が
一
番
怖
か
っ
た
の
は
、

フ
ラ
イ
ン
グ
カ
ー
ペ
ッ
ト
で
す
。
下
か
ら
見
て

い
る
と
き
は
、
楽
し
そ
う
だ
と
わ
く
わ
く
し
て

い
た
の
に
、
い
ざ
乗
っ
て
み
る
と
、
大
き
く
機

械
が
揺
れ
る
た
び
、
安
全
バ
ー
が
外
れ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
恐
怖
に
駆
ら
れ
、
声

が
か
れ
る
く
ら
い
叫
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
一

番
楽
し
か
っ
た
の
は
、
ボ
ブ
カ
ー
ト
で
す
。
加

減
が
わ
か
ら
ず
、
思
い
っ
き
り
ア
ク
セ
ル
を
倒

し
て
し
ま
い
、
も
の
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
カ
ー

ブ
を
曲
が
っ
た
時
は
、
正
直
、
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー

ス
タ
ー
よ
り
も
こ
わ
か
っ
た
で
す
。
で
す
が
、

ス
リ
ル
が
あ
っ
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

高
校
生
活
の
中
で
で
き
た
大
切
な
友
人
た
ち
と

こ
う
し
て
楽
し
い
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。
卒
業
ま
で
の
わ

ず
か
な
時
間
を
大
切
に
過
ご
し
た
い
で
す
。

             

演
劇
部
英
語
朗
読
劇
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平成27年度 部活動試合結果 （愛知県高等学校総合体育大会） 

 ☆県大会出場部活動
陸 上 競 技                                                                                              
＜支部予選＞　男子　110mH　大南　第１位、400mH　大南　第２位、1500ｍ　佐藤　第３位、三段跳　福西　第２位、
　　　　　　　　　　走高跳　福西　第３位、槍投　山内　第２位
　　　   　　   女子　100m　 都築　第４位、5000mＷ　門脇　第１位、5000mＷ　成瀬　第３位、円盤投　磯谷　第５位
＜県 大 会＞　男子　110mH　大南　準決勝進出、5000mＷ　成瀬　14位、
　　　　　　　　　　5000mＷ　門脇　第３位（東海大会出場権獲得）
柔　　　　道                                                                                              
＜支部予選＞　女子個人　松島　１回戦敗退                                                                  
＜県 大 会＞　女子個人　松島　１回戦敗退                                                                  
バスケットボール（男子）                                                                              
＜支部予選＞　１回戦　102－67 東浦、２回戦　101－63 東海南
            　　　決勝リーグ　86－61 常滑、63－70 半田東、97－56 半田工業   第２位
＜県 大 会＞　１回戦　81－94　向陽
バスケットボール（女子）                                                                              
＜支部予選＞　１回戦　89－35 知多翔洋、２回戦　64－49 武豊
            　　　決勝リーグ　77－51 常滑、85－64 東海南、80－44 大府   優勝
＜県 大 会＞　１回戦　39－96 清林館                                                                   
ソフトテニス（女子）団体　第３位
＜支部予選＞　団体　１回戦　１－２ 半田、２回戦　１－２ 半田農業　第３位
　　　　　　　個人　岡﨑・藤村　第３位、山田・吉崎（ベスト８）
剣　　　　道
＜支部予選＞　男子個人　麦田　第５位                                    
＜県 大 会＞　男子個人　麦田　２回戦進出
                                                       

 ☆その他知多支部予選

ハンドボール（女子）１回戦　８－28 横須賀                              
バレーボール（男子）１回戦　２－０ 東浦、２回戦　０－２ 半田 
　　　　　　（女子）１回戦   ２－０ 知多翔洋、２回戦　０－２ 大府                                             
弓　　　　道（男子）団体　40射17中
　　　　　　（女子）団体　40射14中                                                                   
バドミントン（男子）団体　１回戦　３－０ 鳴海、２回戦　３－２ 名経大高蔵、３回戦　１－３ 南山（ベスト８）
　　　　　　（女子）団体　１回戦　３－１ 半田商業、２回戦　３－１ 名古屋南、３回戦　０－３ 星城（ベスト８）
 　　 　　　　　　　ダブルス　　浅井・西脇組　５回戦進出（ベスト32）
　  　　　　　　　　シングルス　西脇　５回戦進出（ベスト32）                                                    
サ  ッ   カ  ー　　　　１回戦　１－０ 内海、準決勝リーグ　４－１ 武豊、２－０ 東海商業、０－１ 阿久比
　　　　　　　　　　３位決定戦　１－２ 東海南　　第４位                                                     
柔　　　　道（男子）団体　リーグ戦　５－０ 武豊、１－４ 知多翔洋、トーナメント　２－３ 半田
　　　　　　　　      個人   遠藤　第２位                                             
卓　　　　球（男子）団体　１回戦　０－３ 武豊
　　　　　　　　　　シングルス　浅野　４回戦進出（ベスト32）                               
　　　　　　（女子）団体　１回戦　３－１ 東海南、２回戦　０－３ 半田
　　　　　　　　　　ダブルス　　末松・間瀬組　４回戦進出（ベスト８）
　　　　　　　　　　シングルス　末松　４回戦進出（ベスト16）
　　　　　　

 


